






























































都に対する執着が強かった｡京都は 9世紀以降の文化活動の中心であり､社会 ･政治エリー ト層が詩歌の研
蝶にはげむ目標であったばかりでなく､地方都市が手本とするモデルにもなっていた｡
王先生は 2種類の都市風景図を取り上げていた｡来朝の r清明上河図｣の模本と､同時代の都市を描いた
都市風景図である｡両者に共通する特徴があり､都市について同じような考え方がどちらの絵にも現われて
いるかもしれないが､たとえそうだとしても､この 2種類の都市風景図を､明朝後期と清朝初期に現われた
同じ現象として論じることができるだろうか｡｢清明上河図｣の模本は､都市生活 ･消費 ･新しい社会階層へ
の賛美を描いた絵としての名声ではなく､非常に人気の高い来朝のアンティー クとしての名声と結びついて
いるのではないだろうかO
スタンフォー ド大学のYa-ChenMa2は最新の論文の中で､明朝後期には ｢清明上河図｣の原型は主要都市の
都市風景図だと考えられていたと論じているoまた Maの研究によると､18世紀になって初めて､蘇州のよ
I17世紀以降､この主題は絵巻物にも取り上げられている｡
2 『picturingSuzhou:VisualPoliticsinthemakingofcityscapesineighteenth-centuryChina(蘇州を描く:
18世紀中国の都市図制作における視覚政治学)』スタンフォード大学､2006年 11月｡上述の考察を含めて､見織ある専
門知織を教授くださったya-ChenMa氏に感謝申し上げる｡
i
セッションⅡ 図像のなかの暮らしと文化一日本と兼アジアの近世
うに首都ではない都市を描くために ｢清明上河図｣の図様モデルが借用されたという｡｢清明上河図｣の模本
と模本が制作された時代の問題との関連性は少ないとMaは強く主張しているが､その一方でMaは､当時の
都市を描いた都市風景図は､皇帝の正当性の支持といったような､当時の政治的動きと直接関わりある図様
(visualconstructions)であったという王先生の考えに賛同もしている｡要するに､｢清明上河図｣を ｢一
般的な都市生活が描かれている (描かれた)絵画｣の総称と見なすことが望ましいのであろうか｡例えば､
バークレーの Amica0.Yeungはオンラインの論文3の中で､采の 『清明上河図』には女性が描かれていない
と説明している｡他の絵画の中では､皇帝は女官に囲まれていることが多い (それゆえ､地位を示すもので
権力が強化されている)のに対し､｢清明上河図｣に描かれている一般人の男性に女性が伴われていることは
ないoYeungは ｢世間の目に女性がさらされないようにすることによって､｢清明上河図｣を描いた画家は､
夫だけが占有する個人的所有物として女性を私的な隔離状態においやる儒教社会の因習を支持している｣の
だと結論付けている｡宋時代に描かれたオリジナルの巻物を明暗時代に模本したものや､18世紀に制作され
た蘇州の都市景観図の場合にもYeulgの主張は当てはまるのだろうか｡
もうひとつの問題は､消費者の性格に関わっている｡王先生が明確に分析されたとおり､鮮やかな色使い
や自明な主題に基づく美意識は､知識階級の複雑な教養が対象としていなかった社会階層を魅了した｡しか
し､上流の知識階級も蘇州の華やかな都市風景図の制作を庇護した (あるいは密かにそうした風景画を購入
した)ことはあり得るだろうか｡18､19世紀に人気のあった日本の木版画や遊郭図の場合､こうした作品を
購入したのは都市の一般市民や商人だけだという思い込みが永年あったが､現在の研究ではこの考えは否定
されている｡上級武士もこのジャンルの芸術の庇護に関わっていたことは明らかである4｡
コメントを終えるにあたり､神奈川大学の素晴らしい絵引プロジェクトに多少なりとも参加させていただ
いたことに対して感謝の意を表したいO
3http://www-mcnair.berkeley.edu/98journal/ayeung〃mage20.
4テイモシー･クラーク(TimothyClark):Ukiyo-ePairltingsintheBritishMuseum(『大英博物館の中の浮世絵』)､
ロンドン､大英博物館､1992年､23ffo
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